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研究成果の概要（和文）：本研究では、政策やプログラムを事後的に評価するための分析手法の開発を行った。政策評
価の分析とは、例えば雇用保険が失業期間にどのような影響を与えるかなどをデータに基づき定量的に分析することで
ある。特に研究の対象としたのは、雇用保険受給の資格を有するかが前職の雇用期間に依存するように、ある政策が行
われるか否かがある特定の状況に依存するときである。以上のような枠組みにおいて政策効果を推定するための新しい
手法を提案し、その手法が既存の手法より優れていることを明らかにした。また開発された手法を用いて実際の経済問
題の分析を行った。

研究成果の概要（英文）：In this research, we developed econometric methods for policy or program 
evaluation. Policy or program evaluation is to study, for example, the effect of unemployment benefit on 
unemployment duration. The problem considered in this research is the framework where implementation or 
eligibility of economic policies depends on a certain variable. For example, the eligibility of 
unemployment benefit typically depends on the duration of employment of the previous job. To estimate the 
policy effect in this framework, we proposed a novel estimation method. We also demonstrated that the 
proposed method outperforms the existing method. We applied the proposed method to investigate the effect 
of various economic policies.

研究分野：計量経済学
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1. 研究開始当初の背景 
非連続回帰分析を用いた政策効果の分析と
は、政策が用いられるか否か、もしくはプロ
グラムに参加するかどうかがある変数（操作
変数）によって決定されるような状況におい
て政策効果を検証するための分析である。た
とえば雇用保険の受給資格は前職の雇用期
間に依存するが、この構造を利用することに
より雇用保険の失業期間への影響を検証す
る分析である。非連続回帰分析を用いた政策
効果の分析は近年広く行われるようになっ
てきたが、ごく最近まで非連続回帰分析に特
化した推定方法は用いられておらず理論的
には最適ではない既存の結果を流用する形
での分析が行われてきた。その中で 2012 年
に Imbens and Kalyanaraman (Review of 
Economic Studies)が非連続回帰分析におけ
る最適なノンパラメトリックな推定方法を
提案した。そこではノンパラメトリックな推
定方法において重要な要素であるバンド幅
の最適な方法を提案された。 
 
２．研究の目的 
非連続回帰分析においてはプログラムに参
加するかどうかが、既知のカットオフ点を境
に変化するという構造を利用する。このとき
カットオフ点の左右の関数におけるカット
オフ点での差が政策効果となることが知ら
れている。このことは境界点における二つの
関数の値の差をノンパラメトリックに推定
す る 問 題 に 帰 着 す る 。 Imbens and 
Kalyanaraman は二つの関数をノンパラメ
トリックに推定するにあたり共通のバンド
幅を用いることを提案した。しかし共通のバ
ンド幅を用いることは経済学的にも統計学
的にも正当化は困難である。そこで本研究に
おいては二つの関数の差を推定するために
二つのバンド幅を用いることを考えた。二つ
のバンド幅を用いる方法は統計学的にも新
しい問題であり、このときにどのような問題
が生じるのか、どのように問題を解決すれば
良いのかを検証することはきわめて重要と
なる。本研究の目的は計量経済学理論的に 2
つのバンド幅を最適に選択する方法を提案
し、実際の経済分析に用いることである。ま
た理論的な枠組みとしては非連続回帰分析
を含んだ一般的な枠組みで議論を行いより
多くの問題への解決方法を提案する。 
 
3. 研究の方法 
バンド幅決定の際の基準となるものとして
はノンパラメトリック分析において標準的
である政策効果の推定量の平均二乗誤差を
用いる。 
(1) まずは 2つのバンド幅を用いることによ
り、新たにどのような問題が生じるのか
をノンパラメトリック推定量の基本形で
ある密度関数推定量の枠組みで議論する。 

(2) 明らかになった問題にどのように対処す
ればよいかを密度関数推定量の枠組みで

議論する。 
(3) 密度関数推定量において考案された解決
方法を非連続回帰分析のシャープデザイ
ンの枠組みへ拡張する。非連続回帰分析
のシャープデザインの枠組みとは、操作
変数がカットオフ点を超えたときにプロ
グラムに参加する確率が 0から 1へと変
化するようなデザインである。 

(4) その後より一般的な枠組みである非連続
回帰分析のファジーデザインを議論する。
ファジーデザインとはプログラムに参加
する確率がカットオフ点において 0から
1 へとは変化しないがジャンプをするよ
うなデザインである。また違う枠組みで
あるが類似した構造をもつ局所平均政策
効果の分析への拡張を議論する。 

(5) そして提案された手法をもとに雇用保険
の失業期間への効果の分析を筆頭として
様々な経済問題の分析を行う。 
 
4. 研究成果 
(1) まずノンパラメトリック推定量の最も
基本的なものである密度関数推定量の
差を考え、バンド幅の選択における本質
的な問題を明らかにした。そこでは推定
量の差の平均二乗誤差を最小にするよ
うなバンド幅のペアを考えると新しい
問題が生じることが示された。平均二乗
誤差はバイアスと分散を用いて表現す
ることができ、通常は両者のトレードオ
フを利用して最適なバンド幅を選択す
ることができる。しかし二つのバンド幅
を導入すると、条件付き期待値関数の 2
階微分の符号が同じ場合はこのトレー
ドオフが成立せず平均二乗誤差を際限
なく小さくするようなバンド幅のペア
が存在することを示した。条件付き期待
置換数の2階微分の符号が異なる場合に
はトレードオフが依然として存在し平
均二乗誤差を最小にするバンド幅のペ
アを選ぶことができることも示した。 

(2) 次に2階微分の符号が同じ場合にバンド
幅を選択する方法を提案した。通常の分
析において平均二乗誤差を最小にする
場合、平均二乗誤差の一次の項までの近
似を求めそれを最小にする。しかしこの
方法は上で述べられた通り問題が存在
するため、平均二乗誤差の二次の項まで
の近似に基づくバンド幅を提案した。こ
のバンド幅に基づく推定量は漸近的に
優れた性質をもつことが理論的に示さ
れた。 

(3) 以上の議論により理論的に最適なバン
ド幅が提案された。しかし理論的に最適
なバンド幅は未知のパラメータに依存
し実現不可能である。そこで漸近的には
理論的に最適なバンド幅と同等であり、
実現可能なバンド幅を選択する方法を
提案した。そして提案されたバンド幅が
小標本においても優れていることをシ



ミュレーションに基づいて示した。 
(4) 次に密度関数推定量の差において提案
された方法を非連続回帰分析のシャー
プデザインの枠組みへと拡張した。非連
続回帰分析においては、境界点における
関数の値の差を推定する必要があるた
め技術的にはかなり複雑となるが、本質
的には密度関数推定量の差のために提
案された方法を拡張することにより対
処できることを示した。新たに提案され
たバンド幅が既存のものと比べてどの
ような利点をもつのかも詳細に議論し
た。 

(5) また提案されたバンド幅の選択方法を
非連続回帰分析のファジーデザインと
局所平均政策効果の枠組みへの拡張も
行った。この二つの問題におけるパラメ
ータは関数の差の比で表される。よって
関数の差の問題と同様に複数のバンド
幅を選択する問題となる。複数のバンド
幅を選ぶにあたり、存在する問題は関数
の差の問題と本質的には同等であり、同
様の解決方法を用いることができるこ
とを示した。ただ関数の差の推定の問題
においては存在しない問題があること
も示し厳密に議論を行った。 

(6) 以上提案された方法を様々な経済問題
に適用した。アメリカで用いられた貧困
家計における小児救済のプログラム
(Head Start)が小児の健康状態や生存状
況に与える影響やイタリアのデータに
基づいて定年が消費に与える影響など
を分析し、本研究において提案された推
定方法が有用であることを示した。また
日本における雇用保険制度の制度的特
徴を利用し、非連続回帰分析の枠組みを
用いて雇用保険がその後の失業期間な
どにどのような影響を与えているかを
明らかにした。 
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